








[要約]鳥取県西部の子どもたちを対象にし、その中で特殊教育が必要と判断された児童・

生徒の生後から就学までの母子保健、医療、療育の関わりを調査、分析し、望ましいあり

方を検討した。システムは大きく 2つに機能されることが望ましく、前者は乳幼児健診、

医療機関を中心として構成され、後者は療育施設と医療機関で構成され、それぞれにキー

パーソンとなる人材(特定の医師が望ましい)の存在が必要であり、このキーパーソンを中

心にこの 2つのシステムが有機的に関連をもつ努力を継続することが必要条件であると提

言した。 


